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(57)【要約】
　提供されるのは、（ａ）前側主面と後側主面とを有す
る書き込み部材であって、前側主面は乾式消去面として
用いることが可能である書き込み部材；（ｂ）低い撓み
剛性率を有する支持部材；（ｃ）支持部材の後側主面上
に配置される感圧性粘着剤；及び（ｄ）粘着剤の後面上
の、取り外し可能なライナーを備え、破損することなく
、自らの上に、ロール形態に巻き取られることが可能で
あり、低いカール記憶率を有する、乾式消去シートアセ
ンブリである。また、そのようなシートアセンブリを使
用する方法も提供される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）前側主面と後側主面とを有する書き込み部材であって、前記前側主面は乾式消去
面として用いることが可能である、書き込み部材；
　（ｂ）前側主面と後側主面とを有する支持部材であって、約０．７５インチ（１．９ｃ
ｍ）以下の撓み剛性率を有し、前記書き込み部材が前記支持部材の前記前側主面上に配置
される支持部材；
　（ｃ）前記支持部材の前記後側主面上に配置される感圧性粘着剤；及び
　（ｄ）前記粘着剤の後側の面上の取り外し可能なライナーを備え、
　実質的に破損することなく、自らの上に、約４インチ（１０．２ｃｍ）の内径を有する
ロール形態に巻き取られることが可能であり、
　約２．０インチ（５．１ｃｍ）以下のカール記憶率を有する、巻き取り可能な乾式消去
シートアセンブリ。
【請求項２】
　前記書き込み部材が、約１０ミクロン未満の厚さである、請求項１に記載のシートアセ
ンブリ。
【請求項３】
　前記書き込み部材が、約７ミクロン未満の厚さである、請求項１に記載のシートアセン
ブリ。
【請求項４】
　前記書き込み部材が、約２～約５ミクロンの厚さである、請求項１に記載のシートアセ
ンブリ。
【請求項５】
　前記支持部材が、約０．５インチ（１．３ｃｍ）以下の撓み剛性率を有する、請求項１
に記載のシートアセンブリ。
【請求項６】
　前記支持部材が多層である、請求項１に記載のシートアセンブリ。
【請求項７】
　前記支持部材が、ポリマーフィルム及び金属フィルムからなる群から選択される、１つ
又はそれより多くのフィルムを備える、請求項１に記載のシートアセンブリ。
【請求項８】
　前記支持部材が、ポリエステル、ポリカーボネート、ポリスチレン、及びポリメチルメ
タクリレート、並びにそれらを組み合わせたものからなる群から選択されるフィルムを備
える、請求項１に記載のシートアセンブリ。
【請求項９】
　前記支持部材が、ポリマーフィルムを備え、かつ約５～約１０ミル（１２５～２５０ミ
クロン）の厚さである、請求項８に記載のシートアセンブリ。
【請求項１０】
　前記支持部材が、約２～約４ＧＰａの範囲内のヤング率を有するポリマーフィルムを備
える、請求項１に記載のシートアセンブリ。
【請求項１１】
　前記支持部材が、約２～約４ミル（５０～１００ミクロン）の厚さを有するスチールフ
ィルムを備える、請求項１に記載のシートアセンブリ。
【請求項１２】
　前記粘着剤が、塗装済乾式壁へ約８０～約３２０ｇ／インチ幅（３１～１２６ｇ／ｃｍ
幅）の初期粘着力を提供する、請求項１に記載のシートアセンブリ。
【請求項１３】
　前記粘着剤が、約０．５～約２ミル（１２～５１ミクロン）の厚さである、請求項１に
記載のシートアセンブリ。
【請求項１４】
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　前記ライナーが、ポリエチレンフィルムを備える、請求項１に記載のシートアセンブリ
。
【請求項１５】
　前記シートアセンブリが、約１インチ（２．５ｃｍ）以下のカール記憶率を有する、請
求項１に記載のシートアセンブリ。
【請求項１６】
　自らの上に、約４インチ（１０．２ｃｍ）以下の内径を有するロール形態に巻き取られ
た、請求項１に記載のシートアセンブリ。
【請求項１７】
　自らの上に、約３インチ（７．６ｃｍ）以下の内径を有するロール形態に巻き取られた
、請求項１に記載のシートアセンブリ。
【請求項１８】
　自らの上に、約２インチ（５．１ｃｍ）以下の内径を有するロール形態に巻き取られた
、請求項１に記載のシートアセンブリ。
【請求項１９】
　前記シートアセンブリが、破損することなく、自らの上に、約３インチ（７．６ｃｍ）
以下の内径を有するロール形態に巻き取られることが可能である、請求項１に記載のシー
トアセンブリ。
【請求項２０】
　前記シートアセンブリが、破損することなく、自らの上に、約２インチ（５．１ｃｍ）
以下の内径を有するロール形態に巻き取られることが可能である、請求項１に記載のシー
トアセンブリ。
【請求項２１】
　（ａ）請求項１６のシートアセンブリを用意すること；
　（ｂ）前記シートアセンブリを広げること；及び
　（ｃ）前記取り外し可能なライナーを取り外し、それにより、前記粘着剤の後面を露出
させること；引き続いて、
　（ｄ）前記シートを所望の支持面に固着させることを含む方法。
【請求項２２】
　（ａ）請求項１６のシートアセンブリを用意すること；
　（ｂ）前記シートアセンブリを広げること；及び
　（ｃ）前記取り外し可能なライナーを取り外し、それにより、前記粘着剤の後面を露出
させること；引き続いて、
　（ｄ）前記シートを所望の支持面に固着させること；
　（ｅ）前記シートを乾式消去面として使用すること；並びに引き続いて、
　（ｆ）前記支持面に損傷を実質的に与えずに、手で、前記支持面から前記シートを取り
外すことを含む方法。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
［分野］
　本発明は、自己粘着性乾式消去物品に関し、特に、破損することなくロール形状に巻き
取ることができる乾式消去シートアセンブリであって、壁のような支持体に固着すること
が可能でありかつ乾式消去面として使用可能である乾式消去シートを作ることが可能な乾
式消去シートアセンブリに関する。一部の例においては、乾式消去シートは、支持体に損
傷を与えることなく、支持体から取り外すことが可能である。
【０００２】
［背景］
　乾式消去ボードは、その利便性が高く、多用途に用いられ得るため、長年にわたり、書
き込み面として使用されてきた。こうしたボードは、黒板につきものの汚れや手間を不要
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とする一方で、高い利便性を有する表現手段を提供するものである。
【０００３】
　従来、時にホワイトボードと呼ばれる乾式消去ボードは、剛性を有するものであった。
柔軟性のあるタイプの乾式消去ボードが、現在知られており、従来型の剛性を有するボー
ドがあまり適さない、移動可能な例及びその他の例において用いられている。例えば、米
国特許出願公開第２０１０／００５５６１号（Ｈｅｇｗｏｏｄ）及び同第２０１２／０１
８３９４３号（Ｂｕｄｒｙｋら）は、引き込み可能な書き込み面を提供する、持ち運び可
能な装置を開示している。
【０００４】
　加えて、ある市販製品は、壁のような支持面に貼り付けることが可能で、そうすること
で書き込み可能な面を提供することが可能となる、粘着性のある裏材を有したロール形状
で販売されている。ロール形状は、乾式消去可能な書き込み面を有する部材と、感圧性粘
着層と、取り外し可能なライナーとを備える、自己粘着性乾式消去アセンブリのようなシ
ート状物品を保管し運搬するには、便利な形態である。ロール形態に巻き取られたシート
状製品は、保護的な形（例えば、保護用の箱又は筒に入れた形）でパッケージするのがよ
り容易となり得るが、このようにして得られるパッケージは、典型的にはより扱いやすい
形状であり、そのため、保管、運搬、荷扱い、及び流通が容易になっている。
【０００５】
　ロール形態の有する、上記のような潜在的な利便性を最大化するためには、粘着性のあ
る裏材を有した乾式消去シートアセンブリを、比較的きつく巻いたロール形態（すなわち
、例えば約４インチ（１０．２ｃｍ）、好ましくはそれ未満の、小さな内径を有する形態
）に巻き取ることが望ましい。しかしながら、多層アセンブリをロール形態に巻き取ると
、アセンブリ及びそれを構成する部材には、応力の複雑な組み合わせがかかる（例えば、
巻き取りの軸からより遠くの位置にかかる比較的引張り側の応力と、巻き取りの軸からよ
り近くの位置にかかる比較的圧縮側の応力が組み合わさってかかる）。その結果、ライナ
ー付きの、粘着性のある裏材を有したシートを備えるアセンブリをロール形態に巻き取ろ
うとすると、巻き取っている間にアセンブリが破損することが、とりわけ比較的きつくロ
ール形態に巻き取ろうとした場合には、頻繁に起こる。こうした破損には、乾式消去シー
トの層間分離（例えば、ライナーが粘着剤から分離すること、又は粘着剤が乾式消去シー
トの他の構成要素から分離すること）、又は乾式消去シートの層内損傷（例えば、粘着層
内部又は書き込み部材内部に折れ曲がりが起こったり、しわがよったりすること）が含ま
れ得る。こうした破損の悪影響は、望ましくない外観を製品に付与してしまうことから、
乾式消去シートの機能性を損ねるような物理的人工物が乾式消去シートの１つ以上の層に
形成されてしまうことにまで及びうる。
【０００６】
　乾式消去シートアセンブリをロール形態に巻き取ることにより起こり得る破損を減らす
ために、乾式消去シート構造体には、ビニル及び類似の材料が広く用いられている。しか
しながら、このような乾式消去シートでは、望ましい性能が得られない。上のような乾式
消去シートが貼り付けられる下地面の粗さや凹凸が、書き込み面に反映されてしまうため
、こうした乾式消去シートは通常、望まれるような、十分に平坦で、滑らかな書き込み面
を提供できない。加えて、こうした材料は、ロール形態に巻き取ったり、ロール形態から
広げたりする際に起こり得る破損から生じる損傷にさらされる（例えば、さまざまな層間
及び層内の破損により、当初は滑らかな層にしわがよったり、その他の不連続性が生じ得
る）が、そうした損傷は、得られる書き込み面の質を損なうような人工物を生じ得るもの
である。
【０００７】
　市販の、粘着性のある裏材を有した乾式消去シートの中には、所望の面（例えば、壁又
はドア）に効果的に固着できず、はがれがちになったり、脱落したりすることさえ起こる
というような別の問題を有するものもある。一部のケースにおいては、粘着性の裏材を有
した乾式消去シートは、乾式消去物品を支持面から取り外すことを可能とするように意図
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された粘着剤を有した、一時的な使用を意図したものがあるが、支持面との固着が、粘着
剤によって意図せざるほど強力になってしまい、支持面に損傷を生じてしまうものもある
。
【０００８】
　ロール形状（例えば、保管、運搬等のために）に巻き取ることができ、ロール形状に巻
かれたものであっても、見た目の美しさや機能面で許容可能な水準を維持し、更に、巻い
た状態から広げて、支持面に固着させることで、支持面上に、滑らかで快適な書き味を提
供するような書き込み可能面を実現できるよう改善された、自己粘着性乾式消去物品への
需要が存在する。加えて、所望に応じて、下地となっている支持体に損傷を与えずに支持
体から取り外すことができる一方で、再度の使用に好適な状態を維持し得る、自己粘着性
乾式消去物品への需要が存在する。
【０００９】
［概要］
　本発明は、所望の支持体（例えば、壁、ドアパネル等）上に乾式消去可能な書き込み面
を形成するために用いられ得る、新規の自己粘着性乾式消去シートアセンブリを提供する
。本発明のシートアセンブリは、これまでに実現されたことのない驚くべき性能を提供す
る。本発明のシートアセンブリは、破損することなくロール形状に巻き取り、その後で広
げることが可能であり、ライナーを取り外すと、所望の支持体に固着して、滑らかで快適
な書き味の書き込み可能面を形成することが可能なものである。本発明はまた、そのよう
なシートアセンブリを使用するための方法をも提供する。
【００１０】
　要約的に言えば、本発明の巻き取り可能な乾式消去シートは典型的には：
　（ａ）前側主面と後側主面とを有する書き込み部材であって、前側主面は乾式消去面と
して用いることが可能である書き込み部材；
　（ｂ）前側主面と後側主面とを有する支持部材であって、約０．７５インチ（１．９ｃ
ｍ）以下の撓み剛性率（後で定義する）を有し、書き込み部材がその前側主面上に配置さ
れる支持部材；
　（ｃ）支持部材の後側主面上に配置される感圧性粘着剤；及び
　（ｄ）粘着剤の後側の面上の取り外し可能なライナーを備え、
　シートアセンブリが、実質的に破損することなく、自らの上に、例えば、約４インチ（
１０．２ｃｍ）以下の内径を有するロール形態に巻き取られることが可能であり、シート
アセンブリが、約２．０インチ（５．１ｃｍ）以下のカール記憶率（後で定義する）を有
するものである。典型的には、本発明のシートは、ロール形状に巻き取られて保管され、
運搬されるが、必要に応じて広げた形態で保管され、運搬されてもよい。本明細書におい
て用いられる場合、「破損することなく」とは、ロール形態に巻き取られた際に、シート
アセンブリが、乾式消去シートの層間分離（例えば、ライナーが粘着剤から分離すること
、又は粘着剤が乾式消去シートの他の構成要素から分離すること）又は乾式消去シートの
層内損傷（例えば、粘着層内部又は書き込み部材内部に折れ曲がりが起こったり、しわが
よったりすること）を起こさないということを意味する。
【００１１】
　要約すると、本発明の方法は典型的には：
　（ａ）本発明の乾式消去シートアセンブリ（例えば、ロール形状に巻き取られた状態又
は平坦に広げた状態のもの）を用意すること；
　（ｂ）シートアセンブリがロール形状の場合には、それを広げること；及び
　（ｃ）取り外し可能なライナーを取り外して乾式消去シートを生じさせ、粘着剤の後面
を露出させること；引き続いて、
　（ｄ）乾式消去シートを所望の支持面に固着させること；及び
　（ｅ）シートを乾式消去面として使用する（例えば、書き込む及び消去する）ことを含
む。
【００１２】
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　選ばれた実施形態においては、支持面に損傷を実質的に与えることなく、乾式消去シー
トを支持面から取り外すことが可能である。
【００１３】
　本発明の乾式消去シートアセンブリ及び方法により、いくらかの利点がもたらされ得る
。ロール形状に巻き取られた場合、従来の乾式消去シート及びシートアセンブリは、それ
を構成する部材の折れ曲がり、又はその他の破損（例えば、得られる書き込み面に折れ目
が形成されること）を生じてしまう一方で、永久的な寸法の歪みは引き起こされないもの
の、折れ曲がり部位が生じてしまったロール状のシートには、多くの消費者が不満を感じ
てしまう。支持体に貼り付けられた場合、得られる書き込み面は滑らかで断絶していない
ため、書き心地が良く、消去も容易である。本発明による比較的高い剛性を有する支持部
材を用いることは、乾式消去シートを取り外す際に、支持面に損傷を与えるおそれを減ら
しつつ、使用中、書き込み時の利便性が高くなるように乾式消去シートを安定的に支持す
るのに十分な、支持面（例えば、塗装された壁、机の天板等）に対する粘着性を提供する
比較的強力な粘着剤を使用することを可能とする。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
　本発明について、図面を参照して更に説明する。
【図１】本発明の乾式消去シートアセンブリの例示的実施形態の一部位の断面図である。
【図２】ロール形態に巻き取られた本発明の乾式消去シートアセンブリの例示的実施形態
の一部位の模式図である。
【図３】支持体に固着した本発明の乾式消去シートの断面図である。
【図４】フィルムの撓み剛性率測定の実行の模式図である。
【図５】シートアセンブリのカール記憶率測定の実行の模式図である。
【００１５】
　これらの図面は実寸に比例して描かれてはおらず、例示的なものに過ぎず、非制限的な
ものである。
【００１６】
［記号及び用語］
　別段の指示がない限り、本明細書及び「特許請求の範囲」において先に使用した分子量
や反応条件などの成分の量や特性を表す全ての数値は、いかなる場合においても「約」と
いう語で修飾されているものと解されるべきである。したがって、特にそうではないとこ
とわらない限り、先の明細書及び添付した「特許請求の範囲」に記述されている数値パラ
メータは、本発明の教示を利用して当業者が得ようとする所望の性質に応じて変化しうる
概算値である。少なくとも、そして均等物の原理を特許請求の範囲に適用することを制限
する試みとしてではなく、各数値パラメータは、少なくとも、報告された有効数値を考慮
して、かつ概数を得るための通常の手法を適用することによって、解釈されるべきもので
ある。本発明の広い範囲を記述する数値範囲及びパラメータは近似値であるが、個別の例
において記載されている数値は、可能な限り正確に報告される。しかしながら、いずれの
数値も、それぞれの試験測定値にみられる標準偏差から必然的に生じる一定の誤差を本質
的に含む。
【００１７】
　重量パーセント（ｗｅｉｇｈｔ　ｐｅｒｃｅｎｔ、ｐｅｒｃｅｎｔ　ｂｙ　ｗｅｉｇｈ
ｔ、％　ｂｙ　ｗｅｉｇｈｔ等同義で多くの記述法あり）は、ある物質の重量を組成物の
重量で除して１００倍して得られる、その物質の濃度を指す。
【００１８】
　数値の範囲をその端点により挙げる場合、その範囲内に包含されるすべての数が含まれ
る（例えば、１～５という範囲には、１、１．５、２、２．７５、３、３．８０、４、及
び５が含まれる）。本明細書及び添付の「特許請求の範囲」において使用されるとき、単
数形「ａ」、「ａｎ」、及び「ｔｈｅ」は、その内容について別段の明確な指示がない限
り、複数の指示対象を包含する。したがって、例えば「化合物（a compound）」を含有す
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る組成物といった場合、２種以上の化合物の混合物を含む。本明細書及び添付の特許請求
の範囲において用いられる場合、用語「又は（若しくは、あるいは）」は、文脈からそう
でないことが明らかでない限り、「及び／又は（若しくは、あるいは）」を含む意味で用
いられる。
【００１９】
　本明細書において用いられる場合、「撓み剛性率」という用語は、支持部材の剛性を記
述するものであり、自己支持された、支持部材の材料の幅１．０インチ×長さ４．０イン
チ（２．５ｃｍ×１０．２ｃｍ）の部位の端部が、７０°Ｆ（２１℃）の温度において重
力下で、水平方向から反った距離として測定される。図４は、フィルムの撓み剛性率測定
の実行の模式図である。
【００２０】
　本明細書において用いられる場合、「カール記憶率」という用語は、シートアセンブリ
のカール残留傾向を記述するものであり、シートアセンブリ（シートアセンブリがロール
形態にそれ自身の周りに巻き取られた次元に平行に向けられている）の長さ５インチ（１
２．７ｃｍ）の部位の端部が、７０°Ｆ（２１℃）の温度で少なくとも２４時間にわたっ
てシートアセンブリが２インチ（５．１ｃｍ）の内径を有する円筒形のロール形状に構成
された後、広げて、外側の面を下に向けて水平な面上に平らに置いた際に再びカールする
水平方向の距離として測定される。図５は、シートアセンブリのカール記憶率測定の実行
の模式図である。
【００２１】
［例示的な実施形態の詳細な説明］
　要約的に言えば、本発明の巻き取り可能な乾式消去シートは典型的には：
　（ａ）前側主面と後側主面とを有する書き込み部材であって、前側主面は乾式消去面と
して用いることが可能である書き込み部材；
　（ｂ）前側主面と後側主面とを有する支持部材であって、約０．７５インチ（１．９ｃ
ｍ）以下の撓み剛性率（後で定義する）を有し、書き込み部材がその前側主面上に配置さ
れる支持部材；
　（ｃ）支持部材の後側主面上に配置される感圧性粘着剤；及び
　（ｄ）粘着剤の後側の面上の取り外し可能なライナーを備え、
　シートアセンブリが、破損することなく、自らの上に、約４インチ（１０．２ｃｍ）以
下の内径を有するロール形態に巻き取られることが可能であり、シートアセンブリが、約
２インチ（５．１ｃｍ）以下のカール記憶率（後で定義する）を有するものである。
【００２２】
　図１は、断面図において、本発明の、例示的乾式消去シートアセンブリ１０の一部位を
示すが、乾式消去シートアセンブリ１０は：（ａ）乾式消去面として用いることが可能な
前側主面１４と、後側主面１６とを有する書き込み部材１２；（ｂ）前側主面２０と後側
主面２４とを有する支持部材１８；（ｃ）その前面２８が後側主面２４に固着される粘着
剤２６；及び（ｄ）粘着剤の後側の面３０上の、取り外し可能なライナー３２を備える。
乾式消去シート１１は、書き込み部材１２、支持部材１８、及び粘着剤２６を備え、粘着
剤２６の後面３０は、所望に応じて乾式消去シート１１を支持体（不図示）に固着させる
ために用いることが可能である。
【００２３】
　図２は、ロール形態に巻き取られた、本発明の、例示的乾式消去シートアセンブリ１０
の一部位を示す。所望に応じて、乾式消去シートアセンブリは、ロール形態に巻き取って
よいが、その際、ライナー側を内側に、結果として得られるロール又は円筒に向けても、
あるいは、ライナー側を外側に向けて、書き込み面を内側に、結果として得られるロール
又は円筒に向けてもよい。本発明の利点の１つは、乾式消去シートアセンブリが、従来の
乾式消去シートアセンブリには典型的に起こる破損を引き起こすことなく、ロール形状に
巻き取ることが可能であるということである。本発明の乾式消去シートアセンブリは、比
較的きつめに（例えば、４インチ（１０．２ｃｍ）以下（すなわち、図２においてはｘ方
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向の寸法により示される）の内径に）巻き取ることが可能である。本発明の乾式消去シー
トアセンブリは、所望に応じて、（図２に示されるように）任意追加的に用いられる芯材
なしでも、あるいは（図示されていないように）任意追加的に用いられる芯材ありでも、
ロール形状に巻き取ることが可能である。
【００２４】
　書き込み部材
　書き込み部材１２は、乾式消去可能書き込み面として使用することができる前側主面１
４を有する。好適な材料は、当業者によって容易に選択され得る。
【００２５】
　書き込まれたしるしとしてのインクが、書き込み部材１２上で、液滴を形成することな
く受容される程度が、乾式消去書き込み面の「濡れ性」として定義され得る。濡れ性とは
、溶媒が乾燥するにつれてもなお、その書き込み時点の形状を維持している書き込み線を
指す。溶媒の液体成分が抜けると、ある点で、線が内側に詰まったり、あるいは破断した
りして、その書き込み線において空隙を生じさせる原因となり得る。許容可能な濡れ性（
又は、溶媒の液体成分が抜けることなしでの書き込み）は、書き込み面の表面エネルギー
がマーカーインク中の溶媒の表面張力よりも大きい場合に、達成される。書きこまれたし
るしは、連続する層として好ましくは受容されて、書きこまれたしるしを形成している線
内において液滴が盛り上がったり、線内に「空隙」ができたりすることを防ぐ。
【００２６】
　書き込み面は、乾式消去マーカーで書かれたしるしがもはや所望されなくなった際に、
そのしるしをユーザーが、（例えば、乾燥した布又は乾式字消しを用いて）拭き消すこと
を可能とするようなレベルの「被消去性」を更に提供する。許容できるレベルの被消去性
を達成するには、マーカーインク中の結合剤及びその他の固体が書き込み面に執拗に付着
しているのを防ぐのに十分なほど、書き込み面の表面エネルギーが低いことが必要である
。乾式消去マーカーの溶媒組成物は、典型的にマーカー上に列挙表示されるか、又はマー
カーのＭＳＤＳ（製品安全データシート）上に報告される。乾式消去マーカーに広く用い
られる溶媒は、例えば、エタノール、イソプロパノール、メチルイソブチルケトン、及び
ｎ－ブチルアセテートを含む。高い表面張力を有する溶媒の１つに、ｎ－ブチルアセテー
トがあり、その表面張力は約２５ｍＪ／ｍ２である。それゆえ、一部の実施形態において
は、乾式消去面は、約２５ｍＪ／ｍ２以下の表面張力を有する溶媒により、濡らされるこ
とが可能である。１つの実施形態においては、書き込み面の表面エネルギーが、約２５～
約４０ｍＪ／ｍ２の範囲内にある。他の１つの実施形態においては、ダインペンテストで
測定された、書き込み面の表面エネルギーは、約３０～約３５ｍＪ／ｍ２の範囲内にある
。
【００２７】
　加えて、書かれたしるしは、好ましくは拭き消しを最少にして、かつ乾式消去物品によ
るインクの吸収（又は「ゴースト発生」）を最少にして、乾式消去物品から迅速に除去す
ることが可能である。インクが、許容できるレベルの被消去性を達成するには、マーカー
インク中の結合剤及びその他の固体が書き込み面に執拗に付着することを防ぐのに十分な
ほど、書き込み面の表面エネルギーが低いことが必要である。それゆえ、１つの実施形態
においては、乾式消去物品の書き込み面は、約４０ｍＪ／ｍ２以下の表面エネルギーを有
する。１つの代替的な実施形態においては、乾式消去物品の書き込み面は、約３５ｍＪ／
ｍ２以下の表面エネルギーを有する。
【００２８】
　本発明の利点の１つは、本発明により作製することで得られる書き込み面が、実質的に
平坦で、（過度に粗い支持面に沿うことで生じるものであるか、又はシートを巻き取った
り広げたりすることで形成され得る折れ目及びその他の破損から生じるものであるかに関
わらず）こぶ状の隆起やその他の表面凹凸がないことである。その結果、本発明の書き込
み面には、心地良い、滑らかな書き込み動作ができる。加えて、本発明の書き込み面は、
うね状の隆起、谷状の溝等、書いたものを消去する動作を中断させるものがないので、消
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去も容易に可能である。
【００２９】
　本発明のシート及びシートアセンブリの書き込み部材として用いるのに好適な材料の代
表的な例には、ポリマー樹脂のシート及びフィルムがあり、そのようなポリマー樹脂には
、放射線硬化性のハードコートによりコーティングされた熱可塑性及び熱硬化性樹脂が含
まれる。使用するのに好適なポリマー樹脂の例としては、ポリエステル、ポリエーテル、
ポリアミド、ポリウレタン、ポリアクリレート、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリビ
ニル、セルロースエステル、エポキシ樹脂、フェノール樹脂等が含まれる。市販の柔軟性
のある乾式消去面の代表的な例には、紫外線（ＵＶ）照射により硬化されるハードコート
フィルムにより作られたものがある。ＵＶ硬化性ハードコート付きのポリエステルフィル
ムのいくつかの例が、Ｐｒｏｔｅｃｔ－ａｌｌ社（ウィスコンシン州、Ｄａｒｉｅｎ）か
ら入手可能である。所望に応じて、下地のフィルム及び／又は上層のハードコートは着色
されていてもよく、オーバーコートは実質的に透明であってよく、フィルム上には、ハー
ドコートが施される前に、画像パターンが形成されている等のことがなされてもよい。
【００３０】
　一部の実施形態においては、書き込み部材１２は、典型的に約１～約５ミクロン以上の
厚さを有するが、所望に応じて、この範囲外の寸法を有するものも用いられ得る。
【００３１】
　書き込み部材の前面は、所望に応じて、実質的に滑らか、又はわずかに粗面化され得る
。乾式消去可能面の当業者に知られているように、例えば、エンボス加工又は他の好適な
手段等によって、わずかに模様を付けたり、表面を粗面化してよく、それにより表面のギ
ラつきを低下させ、書きこみ及び消去の際の性能を最適化し得る。例えば、一部の実施形
態においては、本発明の物品の書き込み部材の前面は、接触スタイラス表面計により測定
すると、約６０～約１０００マイクロインチ（１．５～２５．４ミクロン）の範囲の、平
均表面粗さＲａを有するものがある。
【００３２】
　本発明のシート及びシートアセンブリの書き込み部材は、典型的には、下地となる支持
部材に比べて比較的薄くなっている。典型的には、書き込み部材はその厚さが約１０ミク
ロン未満であり、一部の例においては厚さが約７ミクロン未満であり、また一部の例にお
いては厚さが約２～約５ミクロンである。
【００３３】
　当業者であれば、好適な書き込み部材を容易に選択することができるであろう。本発明
の乾式消去シート及びシートアセンブリの書き込み部材として使用するのに好適な材料の
代表的な例が、米国特許出願公開第２００４／００８１８４４号及び同第２００６／００
２４４６３号、米国特許第４，８８５，３３２号、同第５，１０４，９２９号、同第６，
４５８，４６２号、及び同第６，２６５，６１１号、並びにＰＣＴ国際特許出願公開第Ｗ
Ｏ２０１１／０９４３４２号に開示されており、それぞれの文書はその全体が、引用によ
り本明細書に組み込まれる。
【００３４】
　支持部材
　本発明の乾式消去シートの支持部材は、典型的には、約０．７５インチ（１．９ｃｍ）
以下、好ましくは約０．５インチ（１．３ｃｍ）以下の撓み剛性率を有する。図４は、支
持部材１８の撓み剛性率測定の実行の模式図である。支持部材材料の一片をクランプ４０
に装填するが、その際に、支持部材材料の、幅１インチ（２．５ｃｍ）×長さ４インチ（
１０．２ｃｍ）の支持されていない部位が、クランプに挟まれている部位を超えて延びる
ようにし、７０°Ｆ（２１℃）の温度において、重力により撓むようにした。支持部材１
８の撓み剛性率は、材料１８の端部が水平面４２から撓んだ、垂直方向の距離ｙとして測
定され、比較的剛性の高い材料は、より低い撓み剛性率を示す。
【００３５】
　望ましい撓み剛性率を示すには、好ましくは、部分的には選択された部材のヤング率と
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厚さに依存して変化する、好適な曲げ剛性を求めて支持部材が選択される。
【００３６】
　ヤング率（又は弾性率）は、応力－歪み曲線の、変形が小さい領域における傾きである
。この領域においては、シートが力により変形されても、その力が取り除かれると、シー
トは元々の形状に復帰する。
【００３７】
　支持部材の剛性は、支持部材が作られる材料のヤング率とその形状とに依存して変化す
る。本発明の乾式消去シートアセンブリの支持部材の場合には、その剛性は、以下の式に
したがってプレートの曲げ剛性（Ｄ）の形で、容易に表すことが可能である：
【００３８】
【数１】

　式中、Ｅはヤング率であり、ｈはシートの厚さであり、νは、シートの材料のポワソン
比である。シートの厚さが厚くなると、曲げ剛性が高くなる。費用の増加、重量の増加等
という犠牲を払うことになるが、支持部材の厚さを厚くすることにより、支持部材の相対
的剛性を高めることができる。望ましい剛性と曲げ剛性との良好な組み合わせを有用な厚
さで提供するポリマー材料には、ポリエステル（例えば、Ｅ＝約２～約２．７ＧＰａ）、
ポリカーボネート（例えば、Ｅ＝約２．４～約３．４ＧＰａ）、ポリスチレン（例えば、
Ｅ＝約３～約３．４ＧＰａ）、ポリメチルメタクリレート（例えば、Ｅ＝約２．４～約３
．４ＧＰａ）、及びそれらを組み合わせたものが含まれる。典型的には、約２～約４ＧＰ
ａの範囲内のヤング率を有するポリマー材料は、本発明のシート及びシートアセンブリ内
の支持部材として用いるのに有用な厚みにおいて効果的な曲げ剛性の組み合わせを提供す
る。対照的に、ポリエチレン、ポリプロピレン、及びポリ塩化ビニルのようなポリマー材
料は、自己粘着性乾式消去シート及びシートアセンブリに広く使われているものであるが
、本発明に用いるには剛性が不十分である。
【００３９】
　それが望ましい場合には、支持部材は、金属フィルムを含んでいてよく、あるいは金属
フィルムから本質的になっていてよい。そのような支持部材の利点の１つは、比較的薄い
支持部材を用いることが可能となることであり、それにより、シートアセンブリをロール
形態に巻き取った際にさらされる、複雑な、引張応力／圧縮応力のいくらかを軽減できる
ということである。例えば、スチールのヤング率は凡そ２００ＧＰａであり、約２～約４
ミル（５０～１００ミクロン）の範囲内の厚さを有するスチールフィルムを、本発明のシ
ートアセンブリに用いることができる。一部の実施形態においては、高炭素鋼はロール耐
性が良好である（すなわち、炭素含有量のより小さい鋼と比べて、カールを記憶せずによ
り大きなロール応力に耐え得る）ため、好ましい。
【００４０】
　支持部材及び、支持部材がその構成部品となっている乾式消去シートが十分な曲げ剛性
を有していると、支持部材に書き込み時の力がかかった場合に、支持部材が変形するのを
防ぎ、シートが固着している支持体（例えば、壁）の面における凹凸をカバーするのに役
立つ。剛性の高いシートは、粗い壁上であっても、滑らかな書き込み面を提供する。本発
明は、破損することなくロール形態に巻き取ることができ、それでもなお、かなりの程度
の粗さや凹凸を有する面（例えば、表面仕上げをしていない乾式壁、仕上げの悪い乾式壁
、セメント等）の上でさえも、望ましい書き込み面を提供することができる乾式消去シー
トを提供する。
【００４１】
　シートの曲げ剛性により、凹凸模様のある壁に構造体全体を手で貼り付ける際の力がシ
ートにかかっても、シートが変形してしまうのを防ぐことができる。壁の凹凸模様に沿う
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ように、剛性のあるシートを撓ませるには、かなりの大きさの力が必要となる。手で貼り
付ける力が取り除かれてしまうと、シートは、粘着剤の強度と、壁の凹凸模様との接触面
積次第で、元々の形状に復帰しようとする。
【００４２】
　支持部材は、シートを組み立てる間、そしてその後、シートが巻き取られ、保管され、
運搬され、広げられ、設置される間において、書き込み部材を支持するのに役立つ。支持
部材は、書き込み部材を支持することだけでなく、シートが貼り付けられる、下地となる
支持体（例えば、壁、ドアパネル等）にある凹凸をカバーすることにも役立つ。例えば、
シートが貼り付けられる支持体は、比較的粗い表面（例えば、木目板、シンダーブロック
等）を有し得る。シートが上のような表面の輪郭に密に沿って、その輪郭を書き込み部材
に付与することになると、本発明のシートははがれてしまうことがあり、かつ／又は得ら
れる書き込み面が、望ましいものよりも粗く書き心地の悪いものになってしまうことがあ
る。したがって、支持部材が部分的には、支持面にシートが貼り付けられる際に、伸縮し
たりあるいは表面形状に沿おうとしたりする傾向から、書き込み部材を隔離するのに役立
つ。加えて、支持部材が好ましくは、粘着剤が壁の表面を濡らして広がる度合いを下げる
のに十分な剛性と、寸法安定性を示すということが判明した。好ましい支持部材の一例は
、約５～約１０ミル（１２７～２５４ミクロン）の厚さのポリエステルフィルムである。
上のような支持部材により作製された自己粘着性乾式消去シートは、容易に広げたり、壁
にしっかりと固着させることを可能にする粘着剤を用いて壁に固着させたりすることが可
能であり、それでいてなお、壁に損傷を与えずに壁から取り除くことが可能であるという
ことが判明した。対照的に、ビニル製支持部材により作製した以外は同様の乾式消去シー
トは、壁から取り外す際に壁に損傷をより与えやすく、かつ、支持壁の輪郭により密に沿
うために、より滑らかではない書き込み面をもたらしやすい。上のように輪郭に沿うこと
の結果、書き込み面に粗さが生じ、そのために、乾式消去シート上に書きこまれたものの
視認性又はコントラストが、低下しがちになり得る。
【００４３】
　厚さがより薄い支持部材を用いることも可能であるが、それにより、本発明のシートを
製造し使用する間に、そうした支持部材はより容易に損傷してしまう場合が多い。上のよ
うな支持部材は、支持面の輪郭に沿ってしまう傾向を有する場合があり、得られる書き込
み面が望ましい質のものとならなくなる場合がある。より厚みのある支持部材は、コスト
を上昇させる傾向があり、巻き取りがより困難となり得るが、更に得られるシートが望ま
しいものよりも重くなってしまう場合もある。
【００４４】
　選択された材料によっては、支持部材は、その上にある書き込み部材と下にある粘着剤
との所望の粘着性を実現するために、下塗りが必要となったり、表面処理が必要となった
りする場合があり得る。
【００４５】
　本明細書で説明したような剛性のある支持部材はまた、壁に損傷を与えることなく壁か
ら取り外すのを容易にする。したがって驚くべきことには、比較的剛性のある支持部材を
用いると、比較的強力な粘着剤を乾式消去物品に用いることが可能となり、それによって
、構造体の使用期間を延ばしつつ、取り外しを容易にすることが可能となる。
【００４６】
　本発明のシート及びシートアセンブリの支持部材が作られ得る材料の代表的な例は、ポ
リマーフィルム及び金属フィルム（例えば、均質なフィルム、複合体フィルム、及び充填
複合体フィルム等、並びにそれらを組み合わせたものを含む）を含む。支持部材は、単層
構造のものでも、多層構造のものであってもよい。
【００４７】
　理解されるように、図１を参照すると、支持部材はその前面２０を下塗りして、書き込
み部材１２に対する望ましい粘着性を提供してもよく、その後面２４を下塗りして、粘着
剤２６に対する望ましい粘着性を提供してもよい。
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【００４８】
　支持部材は、強磁性材料（例えば、スチール支持部材、又は磁性体の充填剤を有する複
合体製支持部材）を含有していてよく、それにより得られる乾式消去シートは、磁石と共
に用いることができて便利である。
【００４９】
　粘着剤
　粘着剤は、支持部材の後側主面上に配置される。
【００５０】
　粘着剤は、乾式消去シートを、選択された支持面（例えば、壁、ドア等）に固着させる
ために役立つ。このような固着は、所望に応じて、永久的なものでも一時的なものであっ
てもよい。粘着剤の厚さは、しばしば約０．５～約２ミル（１．３～５．１ｃｍ）の範囲
内であるが、それが望ましい場合には、この範囲外の厚さを有する粘着剤のコーティング
を用いることも可能であるということが理解されるであろう。粘着剤が薄すぎる場合には
、シートが支持体への望ましい粘着強度を達成するのがより困難になり得る。粘着剤が厚
すぎる場合には、シート及びシートアセンブリがより重くなり、その結果得られるシート
アセンブリの厚みにより、シートアセンブリをロール形態に巻き取ることがより困難にな
り得る。
【００５１】
　当業者であれば、本明細書において用いるのに好適な粘着剤を容易に選択することがで
きるであろう。通常、粘着剤は感圧粘着剤である。そのような粘着剤は好ましくは、塗装
（すなわち、３／８インチ（０．９５ｃｍ）短柔毛の標準塗装用ローラーで塗布した、Ｓ
ｈｅｒｗｉｎ　Ｗｉｌｌｉａｍｓ社製ＰｒｏＭａｒ（登録商標）２００、Ｚｅｒｏ　ＶＯ
Ｃ　Ｉｎｔｅｒｉｏｒ　Ｌａｔｅｘ　Ｐａｉｎｔ）済乾式壁への初期粘着力として、約８
０～約３２０ｇ／インチ幅（３１～１２６ｇ／ｃｍ幅）（約０．３～約１．２Ｎ／ｃｍ幅
）の粘着力を提供する。より大きな粘着力を提供する粘着剤は、乾式消去物品を壁から動
かす際に、壁に損傷を与える傾向がある。より小さな粘着力を提供する粘着剤は、不具合
を起こす傾向があり、乾式消去物品が壁から、望ましくない状況ではがれてしまう結果に
なりがちである。加えて、乾式壁への初期粘着力は、支持体（例えば、壁、ドア、部屋の
パーティーション等）上の望ましい位置にシートを固着する際に、ライナーを取り外すの
を容易にするためにも重要である。
【００５２】
　当業者であれば、所望の用途に用いるのに好適な粘着剤を容易に選択することが可能で
あろう。取り外し可能な貼り付けに好適な粘着剤の代表的な例が、米国特許第５，８２４
，７４８号に開示されており、この特許の全体が参照により本明細書に組み込まれる。
【００５３】
　壁のような支持体上に乾式消去シートを設置するためには、典型的には、まずライナー
の小さなセクションをシートから剥離して、次に粘着剤の露出した部位を壁に貼り付ける
。次にライナーの残りの部分を取り外し、粘着剤の残りの部位を壁に固着する。塗装済み
乾式壁への最小限の初期粘着力が、この設置方法を容易にするためには必要である。
【００５４】
　ライナー
　取り外し可能なライナーが、支持部材の後側主面上の粘着剤を覆っている。好ましくは
、ライナーは、（１）破損させること（すなわち、書き込み面に折れ曲がり又は歪みがで
きること等）なく、複合体シートをロール形状に巻き取ることができ、（２）消費者が容
易にできるというレベルで、ライナーが手で容易に取り外せる、というものである。
【００５５】
　従来の巻き取り型乾式消去フィルムの多くが抱える問題の１つは、巻き取られた形状に
なっている際に、構造体に折れ曲がりが生じる傾向があることである。そのような折れ曲
がりがしわをよらせたり折り目をつけたりすることによって、製品を損なうことがない場
合でも、それは、多くの消費者の購買意欲を削ぐような、重大な外観上の欠陥である。
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【００５６】
　容易に巻き取られ得る（すなわち十分に柔軟な）乾式消去シートアセンブリを提供する
ことが可能である一方で、乾式消去シートアセンブリが比較的粗い支持体上に設置された
際に、書き心地の良い（すなわち、実質的に平坦な）書き込み面を提供する乾式消去シー
トとすることも可能であるようにする（すなわち、巻き取られた乾式消去フィルムに典型
的なものよりも、輪郭に沿い難いものとする）ためには、ライナーは支持部材と比べて、
比較的柔軟なものであるべきであるということが判明した。
【００５７】
　一部の実施形態においては、剥離ライナーは、約５００％以上の引張伸びを有する。し
たがって、紙ベースのライナー及びポリプロピレン製ライナーのような、多くの広く知ら
れているライナー材料は、本明細書において用いるには好適ではない。
【００５８】
　加えて、典型的には、より大きな引張伸びを示すことに加えて、ライナーは好ましくは
変形しやすいことが好ましい。ライナーは、好ましくは、巻き取り／パッケージ化する際
に受ける小さな応力の下でもライナーが変形できるような低い弾性率を有するべきである
。
【００５９】
　低い弾性率をもともと有しているライナー材料を選択することに加えて、エンボス加工
を施すことにより、ライナー材料の弾性率を下げることができる。
【００６０】
　ＬＤＰＥは、約３００ＭＰａのバルク弾性率を典型的に有する。エンボス加工を７５ミ
クロンの厚さを有するシートに施せば、弾性率を約１１６ＭＰａに下げることができる。
１２５ミクロンの厚さのシートにエンボス加工を施せば、弾性率を約７５ＭＰａにまで、
更に下げることができる。
【００６１】
　より厚いライナーも、粘着剤でコーティングされたシートからライナーを取り外す能力
を改善し得る。エンボス加工を施された、厚さ１２５ミクロンのライナーが、一部の例に
おいては好まれるが、それは、ライナーを外すのに必要な力が、より厚い、１７５ミクロ
ン厚のＰＥＴフィルムの、塗装済乾式壁への粘着剤による初期粘着力をかなり下回るため
である。このように、所与のライナー材料の最適な厚さは、乾式消去シートが固着される
支持体への望ましい粘着力を結果として得るために配合された粘着剤への、そのライナー
材料の粘着特性に部分的に依存して変化する。多くの例においては、粘着剤からの９０°
剥離力（すなわち、粘着剤側を下にして支持体上にシートを置いて、手持ちの５ｌｂ（２
．３ｋｇ）ローラーを２回かけてシートを支持体に貼り付けた後、１２インチ／分（３０
．５ｃｍ／インチ）の剥離速度で測定したもの）が、約５０～約１５０ｇ／インチ幅（２
０～６０ｇ／ｃｍ幅）（約０．１９～約０．２３Ｎ／ｃｍ幅）となるようにライナーが選
択される。
【００６２】
　例えば、本発明の１つの実施形態においては、ポリエチレンライナーを有する乾式消去
シートは、わずか約０．５インチ（１．３ｃｍ）の半径を有するロールに巻き取られた後
、使用するために広げられた際に、滑らかで、書き心地の良い乾式消去面を提供可能であ
ったが、一方で代わりにポリプロピレン製ライナーを用いて作られた類似の乾式消去シー
トは、約５インチ（１２．７ｃｍ）以下の半径に巻き取られた場合、折れ曲がりを生じた
のが観察された。
【００６３】
　粘着剤に対して、十分に強力な粘着力を実際に示すライナーは、たとえそのライナーが
比較的高い引張伸びの値を有する場合でさえ、折れ曲がりを生じるということも観察され
た。
【００６４】
　本明細書における取り外し可能なライナー用に用いるために好適な材料の代表的な例に
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は、Ｂｌｏｏｍｅｒ　Ｐｌａｓｔｉｃｓ社等から入手できるもののようなポリエチレンフ
ィルムが含まれる。
【００６５】
　使用方法
　要約すると、本発明の方法は典型的には：
　（ａ）本発明の乾式消去シートアセンブリ（例えば、ロール形状に巻き取られた状態又
は平坦に広げた状態のもの）を用意すること；
　（ｂ）シートアセンブリがロール形状の場合には、それを広げること；並びに
　（ｃ）取り外し可能なライナーを取り外して乾式消去シートを生じさせ、粘着剤の後面
を露出させること；引き続いて、
　（ｄ）乾式消去シートを所望の支持面に固着させること；及び
　（ｅ）シートを乾式消去面として使用する（例えば、書き込む及び消去する）ことを含
む。
【００６６】
　典型的な設置法の１つにおいては、剥離ライナーの一部分が、１つの端部においてアセ
ンブリから剥離されて、粘着剤の一部を露出させ、支持体の望ましい位置で支持体に、粘
着剤の露出した一部分が接触させられる。次に、ライナーの残りの部分が、典型的にはよ
り大きな剥離角度で、取り外されて、粘着剤の残りの部位が露出し、引き続いて、任意追
加的に、軽く一拭きするような圧力を乾式消去シートの前面にかけて、乾式消去シートを
支持体にしっかりと固着させる。
【００６７】
　図３は、支持体３４に固着された本発明の、例示的乾式消去シート１１の一部位を示す
。本発明の利点の１つは、支持体３４の凹凸３６にもかかわらず、書き込み部材１２が平
坦に維持されるのに十分な剛性と寸法安定性を、支持体１８が提供することである。
【００６８】
　本発明の乾式消去シートアセンブリの利点の１つは、ロール形状に巻き取り、その後広
げても、望ましくない破損を起こさないということである。
【００６９】
　他の利点の１つは、本発明の乾式消去シートアセンブリが、低いカール記憶率を示すこ
とである。典型的には、本発明のシートアセンブリは、約２インチ（５．１ｃｍ）以下の
、好ましくは約１インチ（２．５ｃｍ）以下のカール記憶率を示す。図５は、乾式消去シ
ートアセンブリ１０のカール記憶率測定の実行の模式図である。測定は、約７０°Ｆ（２
１℃）のシステム温度の下で実施される。シートアセンブリ１０がクランプ５０に装填さ
れるが、その際、クランプから外に延びる部位は、ロール形態の中心に向かって内側に向
いている側が上を向くように配向される。シートアセンブリがカール記憶性を示す程度に
したがって、縁部がクランプに向かって巻き上がる傾向になる。カール記憶率とは、シー
トアセンブリ１０の縁部の、巻き上がりが起こらなかった場合に、その縁部がそこにある
と仮定される位置（平面５２）からの水平方向の変位量ｚである。
【００７０】
　一部の選択された実施形態においては、選択された粘着剤及び支持体の性質により、支
持面に損傷を実質的に与えることなく、乾式消去シートを支持面から取り外すことが可能
である。
【００７１】
　幾何学形態
　乾式消去シートアセンブリは、任意の所望のサイズ及び形状に作製され得る。
【００７２】
　アセンブリは、所望のサイズに（例えば、所望のサイズの単一の乾式消去物品を形成す
るように、あるいは、「ジャンボ」と呼ばれる大きなロール状に）カットされ得る。上の
ような単一の物品に対して広く採用されるサイズは、レター版又はＡ４版サイズのシート
から、大判ポスターサイズのシートに及ぶ。本発明の乾式消去シートアセンブリは、所望
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に応じて、更に小さいあるいは更に大きなサイズに作製され得るということも理解される
であろう。
【００７３】
　典型的な従来の形状は矩形であるが、乾式消去シートアセンブリは、所望に応じて他の
形状（例えば、他の多角形、楕円、円等）に作製され得るということも理解されるであろ
う。
【００７４】
　シートアセンブリが、望ましくない破損を引き起こさずに、ロール形状に巻き取られ、
その後で使用するために広げられることができる能力を有することを含む、本明細書にお
いて説明した本発明の利点により、本発明のアセンブリは、保管及び取り扱いを大いに容
易にするようなコンパクトなロール形状に巻き取られるのが可能になる。

【図１】

【図２】

【図３】
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